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(57)【要約】
【課題】
　涎の流出を防止することができる涎防止マスクを提供
することにある。
【解決手段】
　マスク本体と、マスク本体の口側面に設けられた、上
下の唇の間に左右方向に口角まで伸びる横方向凸部と、
横方向凸部の少なくとも片側に横方向凸部に対し略ト字
状又は略Ｌ字状に垂直に伸びる口角凸部とを有する口部
凸部と、口側に口部凸部を覆うように設けられたシート
状の涎を吸収する涎吸収材とを備えたことを特徴とし、
また、涎吸収材が、高分子吸収材であることを特徴とす
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　涎の流出を防止するための涎防止マスクにおいて、
マスク本体と、
該マスク本体の口側面に設けられた、上下の唇の間に左右方向に口角まで伸びる横方向凸
部と、該横方向凸部の少なくとも片側に該横方向凸部に対し略ト字状又は略Ｌ字状に垂直
に伸びる口角凸部とを有する口部凸部と、
口側に該口部凸部を覆うように設けられたシート状の涎を吸収する涎吸収材とを備えたこ
とを特徴とする涎防止マスク。
【請求項２】
　前記口部凸部が、前記口角凸部を前記横方向凸部の両脇に有し、略Ｈ字状又は略Ｕ字状
であることを特徴とする請求項１記載の涎防止マスク。
【請求項３】
　前記横方向凸部及び前記口角凸部が、丸棒状であることを特徴とする請求項１又は請求
項２記載の涎防止マスク。
【請求項４】
　前記口部凸部が、前記マスク本体の上方寄りに配置されていることを特徴とする請求項
１～請求項３のいずれかに記載の涎防止マスク。
【請求項５】
　前記涎吸収材が、高分子吸収材であることを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか
に記載の涎防止マスク。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、涎の流出を防止するための涎防止マスクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、高齢者や病人の涎の流出を防止するために各種の方法が提案されている。例
えば、特許文献１に記載のリップカバーマスクは、リップカバーの上部、下部にＬ字型の
突起部を設けてマスクにリップカバーを設けたものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３１４０４１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のマスクでは、Ｌ字型の突起部では、十分に涎の流出を防止するこ
とができない。
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、涎の流出を防止することができる
涎防止マスクを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１記載の涎防止マスクは、マスク本体と、マスク本体の口側面に設けられた、上
下の唇の間に左右方向に口角まで伸びる横方向凸部と、横方向凸部の少なくとも片側に横
方向凸部に対し略ト字状又は略Ｌ字状に垂直に伸びる口角凸部とを有する口部凸部と、口
側に口部凸部を覆うように設けられたシート状の涎を吸収する涎吸収材とを備えたことを
特徴とする。
【０００７】
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　請求項２記載の涎防止マスクは、口部凸部が、口角凸部を横方向凸部の両脇に有し、略
Ｈ字状又は略Ｕ字状であることを特徴とする。
【０００８】
　請求項３記載の涎防止マスクは、横方向凸部及び口角凸部が、丸棒状であることを特徴
とする。
【０００９】
　請求項４記載の涎防止マスクは、マスク本体の上方寄りに配置されていることを特徴と
する。
【００１０】
　請求項５記載の涎防止マスクは、涎吸収材が、高分子吸収材であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本願の発明によれば、口部凸部と、口側に口部凸部を覆うように設けられたシート状の
涎を吸収する涎吸収材とを備えたことにより、涎の流出を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明に係る涎防止マスクの第１の実施例を示す背面図である。
【図２】同第１の実施例に係る涎防止マスクを示す平面図である。
【図３】同第１の実施例に係る涎防止マスクを示す側面図である。
【図４】同第１の実施例に係る涎防止マスクを示す斜視図である。
【図５】本発明に係る涎防止マスクの第２の実施例を示す背面図である。
【図６】同第２の実施例に係る涎防止マスクを示す平面図である。
【図７】同第２の実施例に係る涎防止マスクを示す側面図である。
【図８】同第２の実施例に係る涎防止マスクを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本願の涎防止マスクは、涎の流出を防止するためのものである。涎防止マスクは、マス
ク本体と、マスク本体の口側面に設けられた、上下の唇の間に左右方向に口角まで伸びる
横方向凸部と、横方向凸部の少なくとも片側に横方向凸部に対し略ト字状又は略Ｌ字状に
垂直に伸びる口角凸部とを有する口部凸部と、口側に口部凸部を覆うように設けられたシ
ート状の涎を吸収する涎吸収材とを備えた構造で、以下で、実施例で具体的に説明する。
【実施例１】
【００１４】
　以下、第１の実施例の形態について図面を参照しながら具体的に説明する。図１は、本
発明に係る涎防止マスクの第１の実施例を示す背面図である。図２は、同第１の実施例に
係る涎防止マスクを示す平面図である。図３は、同第１の実施例に係る涎防止マスクを示
す側面図である。図４は、同第１の実施例に係る涎防止マスクを示す斜視図である。
【００１５】
　本実施例の涎防止マスク１は、マスク本体１０、口部凸部２０及び涎吸収材３０とから
構成されている。マスク本体１０は、一般的なマスクと同様であり、略長方形の布材や不
織布等からなり、左右の辺に紐状の耳掛け１２が設けられている。このマスク本体１０は
、各種のマスクを用いることが可能で、基本的には、マスクによる制約はない。
【００１６】
　口部凸部２０は、マスク本体１０の口側面に設けられた、上下の唇の間に左右方向に口
角まで伸びる横方向凸部２２と、横方向凸部２２の両側に横方向凸部２２に対し略ト字状
に垂直に伸びる口角凸部２４とを有している。すなわち、口部凸部２０が、口角凸部２４
を横方向凸部２２の両脇に有し、略Ｈ字状である。尚、口角凸部２４を、横方向凸部２２
の両側に横方向凸部２２に対し略Ｌ字状に垂直に伸びるようにしてもよく、口部凸部２０
が、口角凸部２４を横方向凸部２２の両脇に有し、略Ｕ字状にしてもよい。
【００１７】
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　口部凸部２０の横方向凸部２２及び口角凸部２４は、形状は丸棒状が好ましいが、面取
りされたような形状の棒形状でもよく、口や肌に対して角部が強く当たるような感触にな
らない形状であればよい。また、口部凸部２０の横方向凸部２２及び口角凸部２４の材質
は、布や綿や不織布やスポンジのような柔軟な材質が望ましく、通気性や吸水性のある材
質がより好ましい。さらに、口部凸部２０の横方向凸部２２及び口角凸部２４は、弾性の
ある材料が好ましい。
【００１８】
　口部凸部２０の横方向凸部２２及び口角凸部２４のそれぞれの長さや太さは、子供や大
人で異なるようにすることが好ましく、また、男女によって異なるようにすることが好ま
しい。例えば、一般的に、男性用では、口部凸部２０の横方向凸部２２及び口角凸部２４
を丸棒状にした場合、直径を約１０ｍｍ、左右の口角凸部２４の間隔を約８０ｍｍ、口角
凸部２４の長さを４０ｍｍ程度にする。また、女性用では、例えば、口部凸部２０の横方
向凸部２２及び口角凸部２４を丸棒状にした場合、直径を約１０ｍｍ、左右の口角凸部２
４の間隔を約７０ｍｍ、口角凸部２４の長さを４０ｍｍ程度にする。
【００１９】
　口部凸部２０を配置するマスク本体１０の位置は、使用する人の口の位置等の状態によ
り変えるようにすればよく、特に、口部凸部２０自体を配置する位置によって制限される
ものではない。但し、口部凸部２０の横方向凸部２２が、マスク本体１０の左右の中心に
配置するのが一般的ではある。尚、口部凸部２０をマスク本体１０の上方寄りに配置する
ようにしてもよい。
【００２０】
　涎吸収材３０は、口側に口部凸部２０を覆うように設けられたシート状の涎を吸収する
ものである。涎吸収材３０は、涎を後戻りしないように吸収する材質であればよいが、特
に高分子吸収材が好ましい。
【００２１】
　以上のような、涎防止マスク１によれば、装着した状態で、涎の流出を防止することが
できる。
【実施例２】
【００２２】
　以下、第２の実施例の形態について図面を参照しながら具体的に説明する。図５は、本
発明に係る涎防止マスクの第２の実施例を示す背面図である。図６は、同第２の実施例に
係る涎防止マスクを示す平面図である。図７は、同第２の実施例に係る涎防止マスクを示
す側面図である。図８は、同第２の実施例に係る涎防止マスクを示す斜視図である。
【００２３】
　本実施例の涎防止マスク２は、マスク本体１０、口部凸部４０及び涎吸収材３０とから
構成されている。マスク本体１０は、実施例１と同様である。
【００２４】
　口部凸部４０は、マスク本体１０の口側面に設けられた、上下の唇の間に左右方向に口
角まで伸びる横方向凸部４２と、横方向凸部４２の片側に横方向凸部４２に対し略ト字状
に垂直に伸びる口角凸部４４ａ，４４ｂ，４４ｃとを有している。尚、口角凸部４４ａ，
４４ｂ，４４ｃを、横方向凸部４２の片側に横方向凸部４２に対し略Ｌ字状に垂直に伸び
るようにしてもよい。
【００２５】
　口部凸部４０の横方向凸部４２及び口角凸部４４ａ，４４ｂ，４４ｃの形状や材質は、
実施例１と同様である。尚、口角凸部４４ａ，４４ｂ，４４ｃは、１本でもよいが、本実
施例１の涎防止マスク２では、口角凸部４４ａ，４４ｂ，４４ｃが並列して設けられてい
る。口部凸部４０自体の配置や横方向凸部４２の長さや太さは、実施例１と同様であるが
、口角凸部４４ａ，４４ｂ，４４ｃの太さは、例えば、真ん中の口角凸部４４ｂが、約１
３ｍｍで、他は約１０ｍｍである。このように、口角凸部４４ａ，４４ｂ，４４ｃで、そ
れぞれ太さを変えてもよいし、また変えなくてもよい。
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【００２６】
　口角凸部４４ａ，４４ｂ，４４ｃを横方向凸部４２のどちら側に設けるかは、涎防止マ
スク２を用いる人の状態により選択するようにすればよい。
【００２７】
　涎吸収材３０は、実施例１と同様である。
【００２８】
　以上のような、涎防止マスク２によっても、装着した状態で、涎の流出を防止すること
ができる。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　以上のように、本発明によれば、涎の流出を防止することができる涎防止マスクを提供
することができる。
【符号の説明】
【００３０】
１・・・・・涎防止マスク
２・・・・・涎防止マスク
１０・・・・マスク本体
１２・・・・耳掛け
２０・・・・口部凸部
２２・・・・横方向凸部
２４・・・・口角凸部
３０・・・・涎吸収材
４０・・・・口部凸部
４２・・・・横方向凸部
４４ａ・・・口角凸部
４４ｂ・・・口角凸部
４４ｃ・・・口角凸部
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